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     こども感染症情報 週報第 486 号 

☆ 管内の主な感染症の流行状況 ☆ 
疾患名  管内状況第17週(4/21～4/27)※ （参考）秋田県の状況　※

発生数（人） 前週との比較 第16週(4/14～4/20）

イ ン フ ル エ ン ザ 127 ＜全県の発生状況＞

感 染 性 胃 腸 炎 83 １位：インフルエンザ
（全県で前週より28%増加）

溶 連 菌 咽 頭 炎 15 ２位：感染性胃腸炎
（全県で前週より24%増加）

水 痘 2 ３位：溶連菌咽頭炎
（全県で前週より53%増加）

RS ウ イ ル ス 0 ４位：水痘

流 行 性 耳 下 腺 炎 2
５位：流行性角結膜炎

突 発 性 発 疹 6 横手地域
注意報：インフルエンザ

伝 染 性 紅 斑 0

手 足 口 病 0

 ※ 「管内状況」は横手保健所管内の５小児科医療機関による　　　

 ※ 「秋田県の状況」は秋田県感染症情報センターによる　　　

インフルエンザ
注意報：大館・能代・横手・湯沢

  ＜ 腸管出血性大腸菌感染症 ＞     
最近報道された、福島県産馬刺を原因とする腸管出血性大腸菌Ｏ157 

食中毒事例が15～16週にかけて県内でも発生しました。 

この食中毒では秋田県を含む７県で患者が発生しています。 
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（33） 
18 11  1  5   

小学校 

（22） 
1 59   2    

中学校 

（8） 
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高校、他 

（7） 
 18       

感染症情報収集システムより（人） 

 

横手地域・学校欠席者情報（4/28） 

症状 

激しい腹痛・水様性下痢・血便 など。 

小児や高齢者では、溶血性尿毒症症候群と

呼ばれる重い合併症をおこすことも。 

★予防するために★ 

□ 特に、小児や高齢者は生肉を食べないように 

しましょう。 

□ 調理器具は十分に洗浄し熱湯による消毒も大切です。 

生肉等から他の食品への菌の汚染を防ぐ 

□ 食品の中心部まで十分に加熱 

腸管出血性大腸菌は75℃、１分以上の加熱で死滅   

感染経路  

菌に汚染された手や飲食物

を介して感染 

 

感染力が強いので

患者からの２次感

染にも注意! 

＜手洗いの徹底＞ 


